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研究成果の概要（和文）：本課題は食経験による味嗜好性の変化が生じる機構の解明を目的とした。まず、味嗜好性変
化を評価するための実験系の構築を試みた。異なる生育ステージのマウスを用いて、嗜好性の形成に最も影響を与える
時期の特定を試みた。その結果、いずれのステージで味刺激を与えても、嗜好性の変化が導かれることがわかった。つ
いで、この嗜好性変化に口腔内の味覚感受性の変化が関与するかどうか評価した。食経験により味溶液に対する応答や
味覚関連分子の発現に変化は観察されなかった。したがって、食経験による嗜好性の変化は口腔内の味感受性の変化に
起因するのではなく、食情報を処理する中枢の変化により導かれることが考えられた。

研究成果の概要（英文）：This study was aimed to elucidate the mechanism that mediates taste palatability 
modification by eating experience. First, we attempted to identify the growth stages that are important 
in the formation of taste palatability. Modification of taste palatability by taste stimulus was observed 
at all stages of growth. Next, we investigated whether the taste system in the oral cavity is involved in 
the palatability modification. Eating experience did not affect either taste responses to taste stimuli 
or expression of taste-related genes. These results suggest that the central nervous system is involved 
in the modification of taste palatability induced by eating experience.

研究分野： 食品科学
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１．研究開始当初の背景 
（１）食物の味は酸、甘、苦、塩、旨味の五
基本味から成る。これらの味は口腔内に存在
する味細胞において受容される。それぞれの
味質は栄養学的な意味を持つとされ、甘味は
食物に含まれるエネルギー源を意味し、塩味
と旨味はそれぞれミネラルとタンパク質の
存在を示す。それゆえ、生物はこれらの味を
生得的に好む。一方、苦味と酸味は毒物の存
在や未熟あるいは腐敗のシグナルを意味し、
生 物 は こ れ ら の 味 を 忌 避 す る
（Chandrashekar et al., 2006）。すなわち、
味質は何を食べるべきかを判断するための
大きな材料になる。 
 
（２）生まれてすぐの新生児においても、甘
いや酸っぱい、苦いなどの味を認識すること
ができる（Steiner, 1973）。しかし、自分が
おいしいと思ったものでも、他人が必ずしも
おいしいと思うわけではない。すなわち、食
の嗜好性には個人差がある。実際、ポテトチ
ップスやピザなど塩分の高い食物を食べた
乳児は塩に対する嗜好性が上昇すること
（Stein et al., 2012）、チョコレートやビ
スケットなどジャンクフードを食べたラッ
トから生まれた仔ラットは脂肪に対する嗜
好性が上昇すること（Ong and Muhulhausler, 
2012）などいくつかの科学的エビデンスが報
告されている。これらの知見から、食経験が
個人の食嗜好性に影響を与える可能性が強
く示唆されるが、いつ、何を食べることで嗜
好性の変化が誘発されるのかを理解するた
めには十分ではない。 
 
２．研究の目的 
本研究課題では‘味嗜好性の変化がどのよう
にして生じるのか？’を明らかにすることを
目的とした。 
（１）まず、味嗜好性変化を評価するための
実験系の構築を試みた。幼少期、成長期、成
熟期と異なる生育ステージのマウスを用い
て、嗜好性の形成に最も影響を与える時期の
特定を試みた。 
 
（２）ついで、末梢の味覚機能を測定し、味
嗜好性変化における味覚機能の関与を調査
した。 
 
３．研究の方法 
（１）味嗜好性変化を評価するための実験系
の構築 
実験動物として、C57BL/6J マウス（雄）を

用いた。幼少期、成長期、成熟期に相当する、
それぞれ 3週齢、6週齢、10 週齢のマウスに
味物質を提示し、一定期間後に味嗜好性をテ
ストした。 
 味刺激は嗜好味として甘味物質（スクロー
ス、サッカリン）、忌避味として苦味物質（シ
クロヘキシミド）、辛味物質であるカプサイ
シンを用いた。味嗜好性の変化は、動物のス

トレスが少なく自由な環境下で測定可能な
48 時間二瓶選択試験で評価した。 
さらに、味刺激提示による嗜好性変化が受

容体を介した作用かどうかを判断するため、
味覚受容体欠損マウスを用いた解析も行っ
た。 
 
（２）味嗜好性変化への味覚機能の関与の有
無 
味嗜好性の変化に末梢の味覚機能が関与

するかどうかを調べるため、味刺激に暴露し
たマウスを用いて味覚神経応答記録及びリ
ッキングテストを行った。味覚神経応答は深
麻酔下で記録した。さらに抗体染色法及び定
量PCR法により味蕾における味覚関連分子の
発現も調査した。 
 
４．研究成果 
（１）まず、味嗜好性変化を評価するための
実験系の構築を試みた。幼少期、成長期、成
熟期と異なる生育ステージのマウスを用い
て、嗜好性の形成に最も影響を与える時期の
特定を試みた。その結果、いずれのステ―ジ
で味刺激を与えても、嗜好性の変化が導かれ
ることが分かった。味刺激として、甘味、苦
味、辛味物質を与えた際の嗜好性の変化を評
価した結果、甘味物質を経験した個体で顕著
な嗜好性の変化が誘発されることがわかっ
た（図１）。さらには、カロリーを有する天
然甘味料とカロリーが無視できる人工甘味
料（サッカリン）を用いた評価から、カロリ
ーを有する甘味料（スクロース）で刺激した
群で再現性良く嗜好性の変化が導かれるこ
とがわかった。一方で、甘味受容体欠損 T1R3 
KO マウスを用いた際、甘味に対する嗜好性の
変化が導かれなかったことから、口腔内での
甘味シグナルと共に、カロリー情報も嗜好性
の形成に重要な可能性が考えられた。 
 

 
図 1 食経験による嗜好性の変化 
甘味刺激を経験したマウスにおいてスクロ
ースに対する嗜好性が上昇した． 
*と**はそれぞれ p<0.05 と 0.01（t-test）.  
 
（２）さらに、この嗜好性変化に口腔内の味
覚感受性の変化が関与するかどうか、味覚神



経応答及びリッキングテストにより評価し
た（図２）。その結果、食経験群とコントロ
ール群で各種味溶液に対する応答に明確な
差は見られなかった。さらに、味蕾細胞にお
いて味覚受容体やセカンドメッセンジャー
などの発現を評価したが、食経験の有無によ
る発現量の差は観察されなかった。したがっ
て、食経験による嗜好性の変化は口腔内の味
覚感受性の変化に起因するのではなく、食情
報を処理する中枢の変化により導かれる可
能性が考えられた。今後、中枢のどの部位が
嗜好性変化に重要な役割を果たすのか同定
する必要がある。 
 

 
図２ 食経験による味感受性変化の有無 
甘味刺激を経験してもスクロースに対する
感受性に変化は見られなかった． 
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